
火山はその雄大な景観や温泉などが人々の心をとらえ有数の観光資源となったり、地熱エネルギーが利

用されたり、私たちの暮らしに恩恵を与えてくれる存在でもあります。私たちがこの国で生活していくう

えでは火山とのかかわりを避けて通るわけにはいきません。これからも私たちが火山と共生していくため

には、その地域にある一つ一つの火山の特徴を知り、過去の災害の経験を将来に伝えていくことが必要で

す。
日本列島は環太平洋火山帯に属し、火山活動が非常に活発な地域で、国内には111の活火山があります。

火山の活動は、時として生命や人々の生活を脅かす大きな災害を引き起こすことがあります。江戸時代に

さかのぼれば、富士山の宝永噴火（1707年）や、浅間山の天明噴火（1783年）、雲仙岳の寛政噴火

（島原大変肥後迷惑1792年）など歴史に刻まれた大きな災害がありました。その後も火山活動により引

き起こされた災害は数多くあります。最近では、１２名の死傷者を出した草津白根山の噴火（2018年）、

霧島山（新燃岳）の噴火（2018年）も記憶に新しいところです。また、島の面積が噴火前の約１０倍

（２０１８年時点）に拡大した小笠原諸島の西之島の火山活動も注目されています。

※活火山････「概ね過去1万年以内に噴火した火山及び現在活発な噴気活動のある火山」と定義され、現在、北方領土の択捉島・国後島にある11火山を含めて
国内に111火山あります。（平成29年火山噴火予知連絡会選定）

日本の活火山（※海底火山の一部は表示を省略）

「火山防災のための監視・観測体制の充実等が
必要な火山」として火山噴火予知連絡会によって
選定された５０火山

富士山

オホーツク海

樽前山

雌阿寒岳

倶多楽

岩手山

アトサヌプリ

栗駒山

蔵王山
吾妻山
安達太良山

那須岳
日光白根山
浅間山

伊豆大島

新島
三宅島

八丈島
青ヶ島

硫黄島

箱根山
富士山

伊豆東部火山群 神津島

阿蘇山
霧島山

桜島諏訪之瀬島

雲仙岳

薩摩硫黄島

口永良部島 九重山
鶴見岳・伽藍岳

御嶽山

草津白根山

新潟焼山

焼岳

乗鞍岳

白山

磐梯山

鳥海山

秋田駒ヶ岳

秋田焼山
岩木山

恵山

北海道駒ヶ岳

有珠山

十勝岳

大雪山

八甲田山
十和田

弥陀ヶ原

この地図は、500万分1日本とその周辺（平成29年修正）を使用し、活火山名は、日本活火山総覧(第4版)Web掲載版「活火山リスト」の活火山名としています。
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